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福島第一原子力発電所の廃止措置について、技術的観点および経済的観点から海外事例も参考にして現

実的・合理的な選択肢を選び、予備的な検討を試みた。 
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1. はじめに 

福島第一原子力発電所（以下、１Fという。）の廃止措置は、放射性物質によるリスクから人と環境

を守るために実施されている。本検討ではこれを踏まえて、技術的および経済的観点から、廃止措置期

間を含めた現実的な廃止措置実施方法の選択肢を見出すために、海外事例も参考にしながら廃止措置の

各ステップについて、放射性物質の拡散リスク管理、被ばく、作業性、適用可能技術などの観点からメ

リット/デメリットを検討するとともに、課題を抽出した。なお、本検討は、「原子力デコミッショニン

グ研究会」内に「１F廃止措置シナリオ研究会」を設け、原子力関係企業、大学・学術機関に所属する

会員メンバーにより行われている。 

2. 海外の事故炉における事例 

 原子炉の廃止措置方式は即時解体（DECON）、遅延解体（SAFSTOR）、埋設（ENTOMB）があり、IAEA レポ

ート[1]によれば、チェルノブイリ 4、スリーマイルアイランド 2、ウインズケールパイル 1の海外事故炉

は、いずれも放射性物質拡散のリスクを管理しながら長期間の Safe Enclosure 状態にあるとされている。 

3. 選択肢の抽出 

選択肢の抽出にあたっては、戦略的なリスク管理の必要性、燃料デブリの安定化や解体撤去時の放射

性物質の飛散防止方法、長期間を意識した被ばく管理のあり方、廃止措置の最終形態の考え方などを中

心に議論し、特に優先的に検討していく必要があるものとして、燃料デブリ、解体撤去、放射性廃棄物

保管・処理・処分、中間形態を以下の

ように仮定した。 

「燃料デブリ」は、全取出し、部分取

出し、遅延取出し、の３ケース、「解体・

撤去」は、全施設撤去、部分撤去、現状

保管、の３ケース、「放射性廃棄物保管・

処理・処分」は、敷地外処分、敷地内貯

蔵・保管、一部(低レベル)は敷地内処

分、全量敷地内処分、の４ケース、「中

間形態」は、ブラウンフィールド（貯蔵

場あり）、（処分場あり）、（安定的閉じ込

め）、の３ケースを抽出した。 

4. 結言 

今後、リスク、被ばく、作業性、適用可能技術などの多様な観点からメリット/デメリットや課題の抽

出を行い、各ケースあるいはその組合せによって最適な選択肢が得られるよう検討していく予定である。 
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